
「白堊研究Ⅰ」（第 5 回）学習指導案 
 

 

１ 単元名   「ブレインストーミングとタスクボードを利用した学習計画の立案(１)」 

 

２ 本時の目標 

・ブレインストーミングとタスクボードを利用し、生徒自身がやるべき学習内容を把握する。 

・時間の有限さを認識し、真に必要な学習内容を取捨選択する能力を養う。 

・学習計画を公表し、周囲の助言を受けながら、責任感を持って計画を実行する能力を養う。 

 

３ 本時について 

近年作業効率の向上を目的として、各人の仕事内容を明確化し関係者で情報を共有する「見える化」

が浸透しています。自由な発想を手助けするブレインストーミングと工程管理手法であるタスクボー

ドを活用し、学習計画の立案方法を学ばせます。また、高校に入学したばかりで勉強の仕方がわから

ない生徒に対して、同級生と勉強方法を情報交換することも目的とします。 

なお本手法は、次学年で予定される「白堊研究 II」においても研究計画の立案および進捗管理にも

適用可能です。 

授業は下記２回に分けて行います。 

・学習内容の認識及び情報交換と中間テストに向けた学習計画立案 

・中間テストの学習計画に対する改善点の議論と発表 

 

４ 準備･資料 

・付箋紙（色：赤と青、サイズ：縦 25mm×横 75mm、員数：生徒人数分） 

・記録用紙（用紙１，２－１，２－２（A3），用紙１（例），用紙２（例）（A4） 各々生徒人数分） 

・マジック 

・中間テスト範囲（代表科目として数学を想定） 

・（生徒への依頼）授業時間割 

 

５ 事前連絡 

  担任の先生を通して，手帳（予定のわかるもの）と数学の教科書・ワーク等を授業に持参するよう

に生徒へ連絡する。 

  

６ 展開 

授業計画を次紙以降の表 1（第一回授業）に示します。 

 

 

表 1. 第一回授業計画案 

過程 学習活動 指導内容および留意点 

導入 

５分 

・用紙配布（授業前） 

 

・授業の開始 

 

 

・担当者の挨拶 

 

 

・授業目的の説明 

 

 

 

時間前に教室に入り，生徒に各用紙・付箋・マジックを配布 

 

始業開始のチャイムが鳴り終わったら，号令をかけさせ，開

始する， 

 

担当者は自己紹介をする。 

今日の「白堊研究Ⅰ」の担当の○○です・・・中略。 

 

「高校に入学してもうすぐ１か月になります。授業の種類

も増え、部活も始まり、どのように勉強したらよいのか戸惑

っている人も多いと思います。今日は、ブレインストーミン

グとタスクボードと呼ばれる手法を使って、ゴールデンウ

ィーク明けに行われる中間テストの学習計画を立てます。」 

 

 



展 開

(1) 

用紙１ 

記入 

２９分 

・ブレインストーミング概要 

 

 

 

 

 

 

 

 

・用紙 1 記入 

・方法説明 

（ここまで２分） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・作業開始 

・時間計測（20 分） 

・作業終了 

 

 

 

・同級生との情報交換 

・説明（2 分） 

 

 

 

 

 

・注意点（1 分） 

 

 

 

 

 

 

 

・作業開始 

・時間計測（１０分） 

・作業終了 

「はじめに、ブレインストーミングを利用して中間テスト

に必要な学習内容を洗い出してみましょう。ブレインスト

ーミングは、新たなアイデアを生み出す手法で、商品開発の

アイデアを出したりするときに使います。今日は時間の都

合で数学[案]を例にして、テスト前にやるべき勉強を考えて

いきます。他の教科でもやり方は同じなので、是非自分のノ

ートでやってみてください。」 

 

 

「用紙 1（例）を見てください。 

最初に、工程管理上重要なポイントであるマイルストー

ンを設定します。ここでいうマイルストーンとは、商品開発

やシステム開発など、長期間にわたるプロジェクトなどで、

物事の進捗を管理するために設ける重要な節目のことで

す。皆さんの場合は、中間テストの日や、模試の日、入試の

日が該当します。今回は、中間テストの日付を赤色の付箋に

書き出して、大分類列に貼り付けてください。 

次に、マイルストーン達成に必要な作業を考えます。テス

ト範囲を参考にして、教科書 p●●～▲▲[仮]、ワークｐ●

●～▲▲[仮]など青い付箋に書き出し、中分類に貼り付けま

す。テスト範囲以外にやっている勉強、たとえば先生にわか

らない点を質問する、個人的に購入した参考書をやるなど

あれば付箋紙を追加してください。 

最後に、中分類の作業を 1 時間で終わる作業まで分割し

て、小分類に貼り付けます。青い付箋の１枚分は１時間を示

しています。中分類が 1 時間以内で終わる場合は、そのま

まで構いません。」 

 

「では、今から 20 分間始めてください」 

 

「やめてください」 

 

 

 

「4 人もしくは 3 人組を作って机を並べてください。皆さ

んが記入した用紙 1 をグループ内で発表してください。同

級生のみんながどんな勉強をしているのか、参考になる点

がたくさんあるはずです。いい勉強法だな、と思ったら、赤

い付箋で自分の表に付け足してください。ほかの人の良い

ところはどんどん吸収してください。」 

 

「ブレインストーミングでは、様々なアイデアを生み出す

ための雰囲気が重要となります。相手の意見を決して否定

してはいけません。どんな意見でも受け入れる必要があり

ます。 

また、相手の話を聞くときは、「なるほど」や「はい」など

うなずきをしてあげましょう。話しやすくすることで、お互

いの意見を引き出すことができます」 

 

「では、今から１０分間始めてください」 

 

「やめてください」 

 



展 開

(2) 

用紙 

２－１ 

２－２ 

記入 

18 分 

・用紙２―１～２記入 

・方法説明（３分） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・作業開始 

・時間計測（1０分） 

・作業終了 

「用紙２（例）を見てください。 

タスク 1～3 まで列がありますが、各列 1 枚ずつ付箋を

貼ってください。1 時間単位での勉強を想定しています。 

ちなみに平均的な日立一高生は、平日２～3 時間、休日 4

～6 時間勉強しています。今回は時間の都合で数学しか扱

えませんのでタスクは 3 つまでにしていますが、実際は他

の教科の勉強が入ってくるため、休日などはタスク 6 つ入

ってきます。よりよい計画表で勉強するためにも、他の教科

まで含めた計画表を A4 ノートに作成してみることを勧め

ます。付箋紙は 100 円ショップでも売っています。では実

際に付箋紙を貼り付けていきます。 

最初に『部活、旅行』などの予定があり、勉強ができない

日を赤付箋で書き出します。ポイントは、実際の生活にあっ

た計画を正直に立てることです。無理して立てても、長続き

しません。 

次に、残った時間枠に用紙１の青付箋を用紙２（－１～２
*）に貼り付けていきます。意外に時間が足りないのがわか

るはずです。その場合は、勉強時間を増やすか、勉強する範

囲を絞るか、ですが、それも考えながらやってください。タ

スク欄が足りない場合は、自分の A4 ノートに線を描いて

実施してください。 

仮に何らかの要因によりタスクの内容が変更となった場

合は、その都度付箋紙を修正してください。」 

 

「では、今から 1０分間始めてください」 

 

「やめてください」 

 

まとめ

２分 

・次回授業の連絡 

（２分） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

付箋・マジックの返却 

「今作成した用紙２－１～２を自宅に持ち帰り、計画を実

行してもらいます。今日は時間の都合でできませんでした

が、他の教科も同様の手順で自分のノートに線を引き、付箋

を追加するとより現実に近い計画になりますので、やって

みてください。 

なお、勉強が完了したタスクは、右上に『済』と書いて残

してください。終わらなかったタスクは別の日に貼り替え

て構いません。できるだけ多く達成できるように頑張って

ください。」 

 

「次回の授業でこの用紙 2－１～２を使うので忘れずに

持ってきてください。」 

 

付箋・マジックを回収し，数がそろっているか確認する。 

 

号令 ・礼儀正しく挨拶する。 「では授業を終わります。」（号令） 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



「白堊研究Ⅰ」【Ｃｈｅｃｋ－Ｌｉｓｔ】＜教員用＞ 

⑤ブレインストーミングとタスクボード（第一回目） 

1 年（   ）組         ○を記入し，「要因」を記載する。↓ 

・時間通りできなかった。  

要

因 

 

 

 

・指示がうまくいかなかった。  

要

因 

 

 

 

・生徒が積極的に動かなかった。  

要

因 

 

 

 

・その他の問題点 

 

 

 
 

 


